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国

民

一

人

ひ

と

り

に

番

号

を

つ

け

税

や

社

会

保

障

な

ど

の

個

人

情

報

を

一

元

的

に

管

理

す

る

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

制

関

連

法

が

、

今

年

五

月

の

通

常

国

会

で

成

立

し

ま

し

た

。

そ

の

た

め

の

シ

ス

テ

ム

改

修

の

た

め

の

事

業

費

（

１

６

１

６

万

円

）

を

米

子

市

が

予

算

計

上

し

ま

し

た

。 

 

同

制

度

は

、

①

「

納

付

に

見

合

う

給

付

」

の

名

の

も

と

に

社

会

保

障

削

減

と

、

税

や

社

会

保

障

料

の

徴

収

強

化

の

道

具

に

使

わ

れ

る

危

険

が

あ

る

、

②

原

則

不

変

の

一

つ

の

番

号

で

個

人

情

報

を

照

合

で

き

る

仕

組

み

を

つ

く

る

こ

と

は

、

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

侵

害

や

 

“

な

り

す

ま

し

”

犯

罪

を

常

態

化

さ

せ

る

、

③

導

入

費

用

に

３

千

億

円

が

見

込

ま

れ

な

が

ら

、

具

体

的

な

メ

リ

ッ

ト

も

費

用

対

効

果

も

示

さ

れ

て

い

な

い

―

こ

と

な

ど

か

ら

日

本

共

産

党

は

反

対

し

て

い

ま

す

。 

 

ま

た

、

国

の

制

度

変

更

に

伴

う

シ

ス

テ

ム

改

修

で

あ

り

な

が

ら

、

国

の

財

源

保

障

の

メ

ド

も

な

い

ま

ま

市

民

の

税

金

を

使

っ

て

の

改

修

事

業

で

は

、

と

う

て

い

市

民

の

納

得

は

得

ら

れ

ま

せ

ん

。 

 

国

民

の

権

利

を

侵

す

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

制 

 
 

シ

ス

テ

ム

構

築

に

予

算

付

け

 

 

内

浜

産

業

道

路

と

国

道

４

３

１

号

を

結

ぶ

都

市

計

画

道

路

・

安

倍

三

柳

線

（

総

延

長

２

・

７

㌔

）

。

内

浜

産

業

道

路

か

ら

市

道

外

浜

街

道

線

ま

で

の

１

・

４

㌔

分

は

整

備

済

み

で

す

が

、

そ

の

先

の

計

画

ル

ー

ト

上

に

加

茂

中

学

校

が

あ

る

た

め

事

業

は

２

０

０

０

年

度

か

ら

 

ＴＰＰ交渉からただちに撤退を 
自民党の総選挙公約、踏み破る
ことは許されない！ 
 
 自民党は昨年１２月の総選挙で、下記に記した「６項目」を「ＴＰＰ交渉参

加の判断基準」として公約にし、多くの候補者が「ＴＰＰ参加反対」を掲げて

当選を果たしています。岡村英治議員が「政権与党が総選挙での公約を踏みに

じることがあってはならない」と、市長の見解をただすと、野坂市長は「自民

党は政権与党ですので、政府は当然この公約に掲げられているものを前提に交

渉」しているもの、との認識をしめしました。 

自民党が掲げた「ＴＰＰ交渉参加の判断基準」 

 

（注）ＩＳＤ条項…外国政府の差別的な政策により何らかの不利益が生じた場合、投資

家である当該企業が相手国政府に対し、差別によって受けた損害について賠償を求める

権利を与えるための条項。これが濫用されて、政府・地方自治体が定める社会保障・食

品安全・環境保護などの法令に対し、訴訟が起こされる懸念があります。 
※「判断基準」及び（注）は、自由民主党広報本部発行の「The Fax NEWS H24.3.9」
より 

政府が、「聖域なき関税撤廃」を前提にする限り、交渉参加に反対する。 

自由貿易の理念に反する自動車等の工業製品の数値目標は受け入れない。 

国民皆保険制度を守る。 

食の安全安心の基準を守る。 

国の主権を損なうようなＩＳＤ条項（注）は合意しない。 

政府調達・金融サービス等は、わが国の特性を踏まえる。 

中

断

し

て

い

ま

し

た

。

 

 

ル

ー

ト

を

同

中

学

校

の

西

側

に

迂

回

さ

せ

、

さ

ら

に

４

車

線

か

ら

２

車

線

に

縮

小

す

る

変

更

を

加

え

、

関

係

住

民

に

説

明

し

、

「

あ

ら

か

た

の

理

解

は

得

た

」

と

し

て

十

三

年

ぶ

り

に

事

業

を

再

開

す

る

こ

と

に

し

、

設

計

委

託

料

１

５

０

０

 

中

断

し

て

い

た

市

道

安

倍

三

柳

線

 

 
 

 
 

 
 

 

十

三

年

ぶ

り

に

事

業

再

開

へ

 

万

円

を

予

算

計

上

し

ま

し

た

。

 

 

今

回

の

事

業

化

は

、

通

称

・

外

浜

産

業

道

路

ま

で

の

約

４

０

０

㍍

。

２

０

１

５

年

の

着

工

、

１

８

年

～

２

０

年

の

完

成

を

め

ざ

す

、

と

し

て

い

ま

す

。

 
 

 

（

写

真

説

明

）

市

道

外

浜

街

道

と

の

交

差

点

ま

で

開

通

し

て

い

る

安

倍

三

柳

線

（

遠

方

に

見

え

る

の

が

加

茂

中

学

校

）

 

 今年１０月から施行の「年

金２・５％削減法案」は、今

年１０月から１．０％、来年

４月から１．０％、来年１０

月から０．５％年金を引き下

げるもの。２０００年から２

００２年の間、物価が下がっ

ても高齢者の生活と経済に配

慮して年金を引き下げなかっ

た「特例措置」を解消し、今

になって取り返そうとするも

のです。しかし今は当時と比

べ介護保険料や医療保険料な

どや税金の負担が増え、経済

状況も悪化しています。年

金生活者の暮らしはより深

刻です。 
 今でも国民年金の平均月額

は約５万２千円でしかありま

せん。改悪は許されません。 

「年金２・５％の削減中止を求める陳情」は不採択 
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日本共産党生活相談所  

電話・Ｆａｘ ３２－５５９０ 

米子市富士見町１３６ 

岡村えいじ ℡ ２９－３４７５ 

  ブログ http://jcpy.sakura.ne.jp/o/ 

松本 松子 ℡ ５６－２５０４ 

  ブログ http://jcpy.sakura.ne.jp/m/ 

石橋よしえ ℡ ２８－７５９８ 

  ブログ http://jcpy.sakura.ne.jp/i/ 

   ○賛成  ×反対 ①  ②  ③  

共産党共産党共産党共産党    

石橋石橋石橋石橋    佳枝佳枝佳枝佳枝    ○ ○ ○ 

岡村岡村岡村岡村    英治英治英治英治    ○ ○ ○ 

松本松本松本松本    松子松子松子松子    ○ ○ ○ 

蒼生会   

岩崎 康朗 × × ○ 

尾沢 三夫 × × ○ 

野坂 道明 × × ○ 

松田  正 × × ○ 

湯浅 敏雄 × × ○ 

渡辺 穣爾 × × ○ 

渡辺 照夫 × × ○ 

よなご会議   

伊藤ひろえ × × ○ 

稲田  清 × × ○ 

岡本 武士 × × ○ 

国頭  靖 × × ○ 

小林 重喜 × × ○ 

西川 章三 × × ○ 

矢倉  強 × × ○ 

公明党 

笠谷 悦子 × × × 

原  紀子 × × × 

安木 達哉 × × × 

安田  篤 × × × 

一院ク 遠藤  通 × × ○ 

市民派 中川 健作 欠席 

仁 

中田 利幸 × × ○ 

三鴨 秀文 × × ○ 

ムスカリ 門脇 邦子 × ○ ○ 

コモンズ 杉谷第士郎 × × ○ 

虹 山川 智帆 ○ × ○ 

新政会 松井 義夫 議 長   

信 藤尾 信之 × × ○ 

① 年金２．５％の削減中止を求める陳情 

② 消費税増税の凍結を求める陳情書 

③ 「原発事故子ども・被災者支援法」に基

づく施策の早期実現を求める意見書提

出に関する陳情 

陳情に対する議員の態度 

 

岡

村

え

い

じ

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議

員 
 

松

本

松

子

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議

員 

や

し

大

企

業

に

は

法

人

税

を

切

り

下

げ

て

や

る

…

、

増

税

の

口

実

は

破

た

ん

し

て

い

ま

す

。 

 

来

年

四

月

か

ら

８

％

へ

、

再

来

年

十

月

か

ら

１

０

％

へ

の

消

費

税

増

税

が

強

行

さ

れ

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

一

九

九

七

年

の

ピ

ー

ク

時

に

比

べ

、

働

く

人

の

年

収

が

七

十

万

円

も

減

少

し

て

い

る

中

、

ま

た

地

域

の

業

者

が

消

費

税

分

を

価

格

に

転

嫁

で

き

な

い

状

況

の

下

、

増

税

す

れ

ば

家

計

の

底

が

抜

け

、

店

を

た

た

ま

ざ

る

を

得

な

く

な

る

業

者

が

続

出

し

ま

す

。 

 

岡

村

議

員

は

「

ど

の

世

論

調

査

で

も

、

来

年

四

月

か

ら

の

増

税

に

賛

成

す

る

声

は

少

数

。

増

税

強

行

は

許

さ

れ

な

い

」

と

市

長

の

見

解

を

た

だ

し

ま

し

た

。

市

長

は

「

社

会

保

障

と

税

の

一

体

改

革

は

、

持

続

可

能

な

社

会

保

障

制

度

の

構

築

と

、

安

定

財

源

の

確

保

」

の

た

め

に

必

要

だ

と

答

弁

。 

 

生

活

保

護

、

年

金

、

お

年

寄

り

の

医

療

費

な

ど

社

会

保

障

切

り

下

げ

オ

ン

パ

レ

ー

ド

の

一

方

、

大

型

公

共

事

業

を

増

一

 

般

 

質

 

問

 
「

社

会

保

障

、

財

政

再

建

の

た

め

」

… 

 
 
 

破

た

ん

し

た

消

費

税

増

税

の

口

実 

 

国

民

に

隠

れ

て

の

参

加

 

 
 
 
 

Ｔ

Ｐ

Ｐ

交

渉

か

ら

撤

退

を

 

松

本

 

「

産

廃

処

分

場

に

反

対

す

る

会

」

は

、

白

紙

撤

回

を

求

め

る

署

名

６

，

０

８

３

名

分

を

９

月

６

日

、

鳥

取

県

知

事

に

提

出

さ

れ

る

前

に

、

米

子

市

長

に

も

要

望

を

さ

れ

ま

し

た

。

皆

さ

ん

の

真

剣

な

声

を

ど

う

受

け

止

め

ら

れ

た

か

。

 

市

長

 

み

な

さ

ん

の

理

解

が

ま

だ

さ

れ

て

い

な

い

。

 

松

本

 

住

民

説

明

会

に

同

席

さ

れ

、

ど

ん

な

質

問

、

意

見

が

出

さ

れ

た

か

。

 

副

市

長

 

地

下

水

へ

の

漏

水

対

策

や

粉

じ

ん

の

飛

散

対

策

な

ど

で

あ

っ

た

。

 

松

本

 

「

生

活

環

境

影

響

調

査

案

」

の

説

明

会

で

、

住

民

か

ら

多

く

の

疑

問

や

指

摘

が

出

さ

れ

た

わ

け

だ

か

ら

、

中

立

の

立

場

の

専

門

家

、

市

民

の

代

表

を

含

む

「

検

討

委

員

会

」

の

設

置

、

市

民

誰

で

も

参

加

で

き

る

「

説

明

会

」

の

開

催

を

県

に

求

め

る

べ

き

で

す

。

 

副

市

長

 

県

が

検

討

さ

れ

る

と

考

え

る

。

 

松

本

 

県

の

条

例

に

よ

る

の

で

は

な

く

、

十

分

な

チ

ェ

ッ

ク

が

で

き

る

「

検

討

委

員

会

」

と

住

民

を

限

定

し

な

い

「

説

明

会

」

を

県

に

求

め

て

い

た

だ

き

た

い

。

 

副

市

長

 

県

に

そ

の

よ

う

に

伝

え

る

。

 

 

と

、

初

め

て

住

民

の

要

望

を

伝

え

る

と

答

弁

し

ま

し

た

。

 

 

産

業

廃

棄

物

最

終

処

分

場

の

撤

回

を

 

松

本

 

大

垣

住

宅

を

「

廃

止

」

す

る

市

長

の

諮

問

に

対

し

て

、

合

併

後

の

問

題

を

審

議

す

る

た

め

設

け

ら

れ

て

い

る

地

域

審

議

会

は

「

市

営

住

宅

は

、

社

会

保

障

。

入

居

者

の

住

み

続

け

た

い

と

い

っ

て

お

ら

れ

る

気

持

ち

を

大

切

に

新

市

建

設

計

画

通

り

」

と

、

会

長

・

副

会

長

が

「

建

替

え

」

を

求

め

る

答

申

を

市

長

に

手

渡

さ

れ

ま

し

た

。

 

 

諮

問

と

は

異

な

る

「

建

替

え

」

の

答

申

が

出

さ

れ

た

が

、

ど

う

対

応

さ

れ

る

の

か

。

 

市

長

 

市

営

住

宅

建

設

計

画

の

通

り

、

合

併

の

約

束

が

反

故

に

さ

れ

る

市

営

大

垣

住

宅

に

つ

い

て

 

 

Ｔ

Ｐ

Ｐ

（

環

太

平

洋

連

携

協

定

）

に

政

府

は

守

秘

義

務

協

定

に

調

印

し

て

交

渉

に

参

加

し

ま

し

た

。

交

渉

で

何

が

話

し

合

わ

れ

、

日

本

が

何

を

主

張

し

た

の

か

、

国

民

に

は

全

く

知

ら

さ

れ

な

い

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。 

 

米

子

市

で

は

ス

ー

パ

ー

の

撤

退

が

相

次

ぎ

、

買

い

物

困

難

地

域

が

増

え

て

い

ま

す

。

こ

れ

は

大

型

店

出

店

の

規

制

を

緩

和

し

、

大

規

模

郊

外

店

の

進

出

を

野

放

し

に

し

た

大

企

業

優

先

の

政

策

が

大

本

に

あ

り

ま

す

。

 
 

 
 

 

石

橋

議

員

は

、

歩

い

て

買

い

物

に

行

け

る

範

囲

に

、

小

売

店

・

ス

ー

パ

ー

な

ど

の

な

い

地

域

を

特

定

し

、

高

齢

者

世

帯

の

買

い

物

・

食

事

の

状

況

の

調

査

を

求

め

ま

し

た

。

市

当

局

は

調

査

に

は

費

用

も

か

か

り

困

難

と

回

答

。

 

 

ま

た

永

江

団

地

連

合

自

治

会

が

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

運

営

し

て

い

る

“

支

え

あ

い

の

店

な

が

え

”

は

、

利

益

が

上

が

ら

ず

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

が

減

少

し

て

い

る

現

状

で

す

。

 

 

今

年

度

８

０

万

円

の

助

成

が

出

て

い

る

が

、

引

き

続

き

来

年

度

以

降

も

、

さ

ら

に

手

厚

い

助

成

を

す

る

よ

う

要

望

。

ま

た

他

の

自

治

会

な

ど

に

も

同

様

の

取

り

組

み

を

働

き

か

け

る

こ

と

を

求

め

ま

し

た

。

 

 

市

長

は

今

年

三

月

議

会

で

の

答

弁

で

「

詳

細

な

情

報

開

示

、

十

分

な

議

論

、

国

民

的

な

合

意

の

上

で

慎

重

な

対

応

を

」

と

交

渉

参

加

に

あ

た

っ

て

の

見

解

を

述

べ

て

い

ま

す

。

「

知

る

権

利

が

封

殺

さ

れ

た

中

で

の

交

渉

か

ら

は

撤

退

す

べ

き

」

と

市

長

の

見

解

を

、

あ

ら

た

め

て

た

だ

し

た

。 

 

市

長

は

「

国

民

に

対

し

て

徹

底

し

た

情

報

開

示

と

明

確

な

説

明

を

行

う

よ

う

、

市

長

会

を

通

じ

て

要

望

」

す

る

と

の

態

度

を

示

し

ま

し

た

。 

 

石

橋

よ

し

え

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議

員 
 

 

島

根

原

発

再

稼

働

の

審

査

に

同

意

を

求

め

ら

れ

た

ら

ど

う

す

る

 

 

福

島

原

発

事

故

は

汚

染

水

の

海

へ

の

流

出

が

次

々

と

発

見

さ

れ

る

非

常

事

態

で

す

。

市

長

は

「

大

変

な

状

況

で

あ

り

、

二

度

と

こ

ん

な

事

故

を

起

こ

し

て

は

な

ら

な

い

」

と

言

い

な

が

ら

、

石

橋

議

員

の

「

島

根

原

発

再

稼

働

の

審

査

に

同

意

を

求

め

ら

れ

た

ら

ど

う

答

え

る

の

か

」

と

い

う

質

問

に

、

「

新

規

制

基

準

に

よ

り

政

府

・

規

制

庁

が

厳

正

に

調

査

さ

れ

る

も

の

と

考

え

る

」

と

相

変

わ

ら

ず

国

に

任

せ

る

姿

勢

で

し

た

。 

 

し

か

し

「

新

基

準

」

は

、

福

島

原

発

事

故

の

原

因

究

明

が

な

さ

れ

な

い

中

で

、

調

査

・

検

証

の

上

に

立

っ

た

も

の

で

は

な

く

、

地

震

や

津

波

の

基

準

も

３

・

１

１

以

前

の

原

発

審

査

基

準

と

変

わ

り

ま

せ

ん

。 

 

石

橋

議

員

が

規

制

庁

に

よ

る

「

新

基

準

」

の

説

明

を

求

め

、

規

制

庁

を

米

子

市

議

会

全

員

協

議

会

に

呼

ぶ

こ

と

が

決

ま

り

ま

し

た

。 

「

買

い

物

難

民

」

の

調

査

・

対

策

を

急

い

で

 

「

建

替

え

」

は

し

な

い

、

と

地

域

審

議

会

に

伝

え

る

。

 

 

か

っ

て

片

山

元

鳥

取

県

知

事

が

合

併

で

大

き

な

市

が

小

さ

な

町

を

蚕

食

す

る

こ

と

を

危

惧

す

る

と

言

わ

れ

ま

し

た

が

現

実

に

起

こ

り

ま

し

た

。

合

併

時

の

約

束

の

反

故

は

入

居

者

だ

け

の

問

題

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

淀

江

の

将

来

の

発

展

に

と

っ

て

重

大

問

題

で

す

。

 

 

米

子

市

は

、

一

体

化

の

た

め

に

淀

江

町

の

住

民

と

交

わ

し

た

大

垣

住

宅

の

「

建

替

え

」

の

約

束

を

誠

実

に

守

る

べ

き

で

す

。

 

 

新

た

な

市

営

住

宅

計

画

の

な

か

で

扱

う

べ

き

で

あ

り

ま

せ

ん

。

 


